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学術情報

九州大学福岡演習林の植物相勢
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九州大学農学部附属演習林福岡演習林(以下，福岡演習林)では1922年に現在の福岡県糟屋郡篠栗町および久山町に

設置されてから現在まで森林の管理を継続的に行ってきた。しかし，福岡演習林内の植物相については1934年以後報告

が無くその後の植物相の変化は明らかでない。ぞとで本調査では福岡演習林の林産ごとの植物相を調ぺ77年間での変化

を検討した。本調査で維管束植物は小葉植物2科3種，シダ類16科59:種，裸子植物4科7種，被子植物87科3日種で合計

422種が確認され，種組成は1934年の調査と大きく異なった。調査した440方形区において出現頻度のよ位5種はテイカ

カズラ，ヒサカキ，シロダモ，ヤプニッケイ，ネズミモチだった。出現種数は多い順にキク科3例重，パラ科22種，オシ

ダ科19種，シソ科17種.マメ科14種だった。また18種の帰化植物が出現し，うち8種は環境省の指定する要注意外来生

物であった。

キーワード:種組成・植生変化・帰化植物・要注意外来生物・ニホンジカ
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1.はじめに

九州大学農学部附属演習林福岡演習林(以下，福岡演習

林)は1922年に現在の福岡県糟屋郡篠栗町および久山町に

ある固有地を農商務省より移管されて以降， 90年間に渡り

その管理を行ってきた(九州大学大学資料室 1996)。設立

当初の面積は336haであったが， 2012年現在は481haとな

っている。また，森林管理の便宜を図るため，全林地は現

在存在していない7林班を除いた1から23までの全22個の

林班で区分され，所在位置の概略を把握するため複数ない

し単独の林班に荒平，飯盛，上ノ山，御手洗水，生ヶ谷，

穴口，高辻，大浦，鬼ヶ浦，桂木，新建，新谷，鹿倉，大

倉の14地区名が付されている(図1)。

演習林を含む周辺地域の植生史を概略すると，北部九州

では約8，000年前ごろにシイ属とアカガシ亜属を中核とし

た照葉樹林が発遣を開始し，約6，000年前に最盛期に達し

たとされる。その後も丘陵地では照葉樹林が維持されてい

たが，標高750m以上の高地ではモミ属，アカガシ亜属，

コナラ亜属が優先しており，約1，500年前からは人為的な

影響によりマツ属，イネ科，スギ属，ソパ属などが増えて

きたとされる(畑中ほか 1999)。

周辺の自然林は標高300m以下の低地でイズセンリョウ

* Yamauchi K， Inoue S.， Kabemura Y.， Osaki S.， Inoue K， N唱制御vaH.， Ohgi D.， Koga S.， Hishi T.， Enoki T.， Imamura Y.， 0也uH.，
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ースダジイ群団に所属する，スダジイ，コジイあるいはタ

プノキを中心としたシイータプ林が発達し，標高300m-

600mの山地ではイスノキ，サカキやウラジロガシ，アカ

ガシなど主に常緑カシ類が優先するイスノキーウラジロガ

シ群集が，標高500-800mではシキミーモミ群集などの，

いずれもアカガシーシラカシ群団に所属する常緑広葉樹林

の発達が見られる(宮脇 1981)。また， 2∞9年の環境省第7

次自然環境保全基礎調査植生調査に基づく25，000分の1植生

図(環境省自然環境局生物多様性センター 2∞9)によると，

耕作地や人工林の他に，常緑広葉樹二次林で主にスダジイ

が優占し，ウラジロガシやタプノキ等が混生する「シイ・

カシ二次林」と，落葉広葉樹二次林でコナラが優占するほ

かハゼノキやタプノキが混生し，林内にはクロキ，イヌピワ，

ヒサカキ等が生育する「コナラ群落(班)Jが含まれる。

また，ごく一部に，常緑針葉樹二次林でアカマツが優占す

るほかコナラやウラジロガシ等が混生し，林内にはネジキ

やリョウプ，コシダ，ウラジロ等が生育する「アカマツ群

落(唖)Jが記録されている。

福岡演習林内の植生はa 設置直後は新建地区北側の広葉

樹林を除くと大部分がクロマツやアイグロマツのマツ林と

その伐採跡地であったとされている(植村，桑野 1924)。

その後，初島 (1934)により林内歩道周辺を中心とした福

岡演習林全域での植生調査が行われ，維管束植物798種が

記録された。近年になると福岡演習林の新建地区に環境省

モニタリングサイト1倒防プロジェクトの準コアサイト(面

積1ha)が設定されたロ 2006年に行なわれた胸高周囲長

15αn以上を対象とした毎木調査によると，維管束植物は49

種が記録されI 2006年の調査における胸高断面積合計の上

位10種はウラジロガシ，スギ，イヌシデ，ヤプツバキ，ア

カガシ，ヤプニッケイ，ミズキ，タプノキ，リュウキュウ

マメガキ，イロハモミジであった(環境省自然環境局生物

多様性センター 2012)。

これらの蓄積されてきた植生データは福岡演習林での教

育研究基盤として長年にわたり活用されてきている。しかし，

福岡演習林全域にわたる最初の植生調査(初島 1934)から

は80年近く経過しており その後の植生の変化に伴い消失

した種，新たに移入した種の存否は不明であるロまた，初

島 (1934)では福岡演習林が7つの敷地に離れていたとと

から，その各敷地(団地)ごとに植生の概要が述べられて

いるだけで，生育している種の位置情報や定量的な出現顛

度は明らかではない。ぞとで，本調査では福岡演習林内で

の植生の現状を把握し，利用しやすい植生情報を教育，研

究基盤としτ整備することを目的として，各林班ごとに植

物相と位置情報，さらに定量的な出現頻度を明らかにした。

図1 福岡演習林における地区と林班の位置
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2.聞査方法

2. 1.圃査地概要

福岡演習林は11林班の標高羽田から15林班の標高546皿

まで508mの標高差があり，事務所は北緯33度38分18秒，

東経130度31分5秒に位置する。 1-6，9， 11， 22， 23林班

と10林班の一部は篠栗町に， 8， 12-21林班と10林班の一

部が久山町にある。林地は散在しており，いくつかの林班

ごとに地区名で区別されている(図 1)。福岡演習林の林

班ごとの人工林率を表1に示す。全体での人工林率は62.8

%で晶ったが， 11林班の0.4%から12および23林班の100%

まで各林班ごとに大きくばらついていた。

2. 2.方 法

各林班内に水平距離10m間隔で4mX2mの方形区を2例固，

全22林班で合計440咽の方形区を設定した。林班ごとに 1

個目の方形区の中心点と20帽目の方形区の中心点の位置を

GPS (Mobile Mapper Pro. 11弘山S杜)により記録した。

また，各林瑳毎に沢と尾根が含まれるようにするため，一

部の調査地では方形区間の距離を10m以上離して設定した。

10皿以上方形区が離れた場合は，その前後の方形区の中心

点の座標もあわせて記録した。なお，本調査では限られた

調査地で多くの出現種数を記載するため，原生林平二次林

なEと比較して植物種多様度が低いとされる人工林(武田

ら 1988)を可能な限り避けて方形区を設定した。記録し

たGPSの座標から，地形図上で方形区の標高を得た。調査

は2011年6月から2012年10月にかけて林班ごとに行い，各

方形区内において出現した維管束植物(小葉植物，シダ類，

裸子植物，被子植物)の種名を記録した。なお，維管束植

物の分類体系は植物分類表(大場 2009)に準拠し，和名，

科名，学名は iBG白血恒和名一学名インデックス」作Ust)

(米倉，梶田 2011)に準拠した。また，帰化植物の判断

は「日本の帰化植物一覧J(岡山大学資源植物科学研究所

野生植物グループ 2010)に準拠した。

表1 福岡崎習林における林班および地区の概要

人工林 調査方形区
面積 人工林率

林班地区名 伽占 面積 (貰)
<m:占※

1 荒平 15.93 10.62 66.7 155-225 

2 飯盛 13.08 8.86 67.7 295-325 

3 上ノ山 7.44 7.27 97.7 119-171 

4御手洗水 36.26 12.91 35.6 279-365 

5 大倉 34.56 13.92 40.3 77-110 

6 生ヶ谷 26.06 21.51 82.5 74-132 

8 穴口 18.12 15.33 84.6 104-123 

9 高辻 26.28 12.54 47.7 57-88 

10 大浦 28.72 5.16 18.0 60-88 

11 鬼ヶ浦 4u.42 0.18 0.4 41-51 

12 桂木 12.16 12.16 100.0 463-508 

13 新建 24.16 19.43 80.4 356-500 

14 新建 18.71 7.83 41.8 419-507 

15 新建 18.66 15.98 85.6 452-511 

16 新建 17.44 14.23 81.6 398-431 

17 新谷 21.36 19.48 91.2 226-326 

18 新谷 22.59 21.9 96.9 431-455 

19 新谷 27.10 13.96 51.5 256-357 

20 鹿倉 20.14 17.55 87.1 116-258 

21 穴口 11.18 10.84 97.0 142-230 

22 大倉 23.50 23.32 99.2 278-343 

23 大倉 17.57 17.57 100.0 277-340 

計 481.44 302.55 62.8 41-511 

※調査方形区内での最高標高および最低標高を示す。
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3.結果と考察

3. 1.植物相の概要

出現全種のリストを表2に示す。本調査で確認された維

管東植物は小葉植物が2科3種，シダ類が16科59種，裸子

植物が4科7種，被子植物が87科353種で合計422種だった。

50方形区以上で出現した種の出現頻度を図2に示す。もっ

とも多くの方形区で出現した種はテイカカズラ

(Tracheldspermum aSI4昨 um(Siebold et Zuα.) Nakai) 

であり，全440方形区中62.7%で出現した。次いでヒサカ

キ (Euヮ'ajaponica百lunb.var. japonica)が53.1%，3 

番目がシロダモ (Neo/;tseasericea但lume)Koi也.)で

52.2%であった。 4番目がヤプニッケイ (Cinnamomum 

tenuφ/ium (M紘ino)Sugim.偲 H.Hara)で5番目がネズ

ミモチ (Ligustrumjaponicum百lUnb.)であり，上位3

種とネズミモチは全ての林班に出現したロ

科ごとの出現種数を表3に示す。出現種教は多い順にキ

ク科が3併重，パラ科が22種，オシダ科1針重，シソ科17種，

マメ科14種であった。

また，出現した帰化植物を表4に示す。 18種の帰化植物

が出現しており，そのうちイタチハギCAmOrPhaftu前四雌L)，

シナダレスズメガヤ (EraK'官 rtisCUT四 14(Schrad.) Nees) ， 

セイタカアワダチソウ (Solidagoaltiss;ma L.) ， トウネズ

ミモチ (Li;許防御伽幼m.Ai:旬，n)，ハリエンジュ (Robinuz

pseuJoacacia L.)，ハルジオン (ErigeronphilaJelph;cus 

L)，ヒメムカシヨモギ(白布lZ4C4nitI.凱市仏)Cro叫耐)， 

ヘラオオバコ (P/antago.l4nceo/ata L.)の8種は環境省の

指定する要注意外来生物であった。

本調査に出現した種の内で環境省のレッドリストおよび

福岡県のレッドデータブック(福岡県2011;環境省2012)

に記載の種を表5に示す。出現数は環境省レッドリスト記

載種が7種，福岡県レッドデータブック記載種が15種であ

った。なお，福岡県のレッドデータブックにはヒノキが含

まれているが，本調査で出現したヒノキ稚樹は隣接する人

工林からの種子供給によるものと考えられるため今回のリ

ストからは除外した。

全方形区に対する出現方形区の曹l合【%】
。 1日 20 30 40 so Eロ 70 

テイカカズラ

ヒサカキ
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ヤフニッケイ
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クロキ

ヤフムラサキ

アラカシ

ナガパジャノヒゲ
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タフノキ

フユイチゴ
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ヘタソカズラ
ヒメユズIJハ

アオキ
キヅタ

チヂミザサ
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図2 種ごとの全方形区に対する出現方形区の割合 (50方形区以上の種)
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表2 出現種リスト

分類種名 科名 ※ 学名

崎縞物

1クラマゴケ イワヒパ科 Seh唱曲eDaremotilolia Sp由唱

2トウゲシパ ヒカゲノカズラ科 Huper泊四国担仰lUnb.)T:毘由

3ホソパトウウゲシバ ヒカゲノカズラ科 Hu阿国師団担(I'hunb.)T:児抱 V町四司曲

シダ類

lホウライシダ イノモトソウ科 Ad/;四丘四国lpJlJ，山田nerisL 

2イワガネゼンマイ イノモトソウ科 Coniogra皿me血血rmedJaHiero札

3イワガネソウ イノモトソウ科 白 '11iogr.四 meft伊 lnica(Th四，b.)D1els 

47マヲサシダ イノモトソウ科 l'teIおdJsparKunze 

5ハチジョウシダ イノモトソウ科 月釘"isfauriei Hieron. 

6イヌワラビ イワデンダ科 A崎戸プ四n酔onJcumQ叫此.)Hance 

7ウラボシノコギリシダイワデンダ科 A的yrt，凹 sb副官プ但ak町.)Chi曙

Bシケチシダ イワデンダ料 白血'opteIぉd配辺宮町tJ-aJa白肝∞k)N也ai

9シケシダ イワデンダ判 よ)eperプ¥:ljaponil国府lunb.)M.Ka回

10ウスパミヤマノコギリシダイワデンダ科 Eゆlazium品田由umN.Oh国 etM.T，曲E困層a

11ミヤマノコギリシダ イワデンダ判 EゆlU1ziummettenJ.副 um(Miq.) C.Chr 

12イヨヲジャク イワデンダ科 且畦由ziuma加品並"eM直面。

13ノコギリシダ イワデンダ料 且ゆ/azi四回d町aeQ由民)DIeIs

14コガネシダ イワデンダ料 W'"曜"an百口vchla田'aMett田 E凶m

15イワデンダ イワデンダ科 W"'"かIfJpoJystichoidl田 D.C.Ea加n

16コシダ ウラジロ科 DiCl四回Ij)t.自治linearis但山百f.)Underw 

17ウラジロ ウラジロ科 DJpll中t句各戸四gU1UC，四但凹世)N，出a

18イワヒトデ ウラポシ科 Colj偲iseDipdca (Thunb.) Chi曙

19マメヅタ ウラボシ科 LemmaphyUI田翠mJcr哩竜Y盟主皿'C.P官晶

20ヒメノキシノブ ウラポシ科 Le，曲叩lSon四j官'ranch.et Sav.) Ching 

217リハラン ウラポシ科 N日JCheiropt.四日間白(I'hunb.)Ching 

22ホソパカナワラ巴 オシダ科 A1加泊niod，田 a省担ta(G.Fo目t.)Tlnda1e 

23オニカナワラぜ オシダ科 ArachnJodes cauda白 Ching

24ミドリカナワラビ オシダ科 加 'Chn1odl田 n事戸出国侭皿e田1.)Ohwi 

25カナワラビ オシダ科 ArachnJodl田 r加 mboJrt..四(Wall田 C.PresJ)α由Ig

26コパノカナワラビ オシダ科 h宜主回目前平沼周由sora(K山田，)N曲aike

27ヘツカシダ オシダ科 Bolbitis subt_コordata(Copel.)α血呂

28オニヤプソテツ オシダ科 。吋四lum財団血mιf.)C.Pres1 

29ヒロハヤブソテツ オシダ科 。抽出回macroJ泊!yUum似品回，)Tagawa 

30サイゴヲベニシダ オシダ科 Dryop加怠championi1但叩也)C.Chr.田 α血畠

31ツクシイワヘゴ オシダ科 D明 p加古田mmix苗 Tagawa

32オオヲジャクシダ オシダ科 Dワvpterisdickinsii (Franch. et Sav.) C.Chr 

33ベニシダ オシダ科 D伊 'Pter.おery曲r田'om(D.C.Eaton) Kun出

34マルパベニシダ オシダ科 Dry匂pteJ泡丘lSdp田 C.Chr.

357マワラぜ オシダ科 DIJ列。pteJ怠la，四国匹"hunb.)Kun也e

36ヨゴレイタチシダ オシダ科 Dζ問P加怠皿rd岨F闇 Tagawa

37カタイノデ オシダ科 P吟甜品四mak血oiσ'agawa)Tagawa 

38イノデ オシダ科 Po1ystichum polybJ.酬 aron(R出肌 exK山田，)C.Pr咽

39イノデモドキ オシダ科 品加tichum白F阻 n<皿 Sa.Kura阻

40ヒメカナワラビ オシダ科 poly智tich四釘国且盟国e刷ook.)1.Sm 

※小葉植物・シダ類・裸子植物・被子植物の分類ごとに科名者50音順で並べている



九州大学福岡演習林の植物相 日

表2 出現種リスト(続き)

分類種名 科名誕 学名

シダ類

41カニヲサ カニクサ科 LygodJt四j平>OJJicum(fhunb.) sw 
42オオキジノオ キジノオシダ判 月曜10gynae呼油lebia(K山立e)Metl 

43キジノオシダ キジノオシダ判 月曜po8.戸プras母国出国N出al

44ヤマソテツ キジノオシダ料 PJ，唱叫伊プ'8mats，凶刀直田aM誼凪β

45コケシノブ コケシノプ科 均四回初>phy1li四刑事抽出B田ch

46イヌシダ コパノイシカグマ科 Dennstaec面'ah白U担(Sw.)M聞

47ワラぜ コパノィ、ンカグマ科 Pt"，世間叩Ji1in四 ι.)Kuhn subsp. Ja，戸 lnicum(Ni曲al)A. et D.Love 

48シノブ シノブ科 DI1四uJJam副 resUT.M四回目Baker

49ゼンマイ ぜンマイ科 日開'undat母由11icaThunb 

50ホウピシダ チャセンシダ料 均四四四戸田lum加 ndr.恕由.(N.Mu阻k.et S.-1.1Ia阻乱)N雄副ke

51スギナ トヲサ科 Eq凶 e在四宙開国eL. 

52オオハナワラぜ ハナヤスリ科 Botr:，防1M四 J尋問icum(prant1) Underw 

537ユノハナワラピ ハナヤスリ科 Bo叱ychium.tema胞団 (fhunb.) Sw. 

54ミゾシダ ヒメシダ科 St，曙即8問団'aPOZOJ (Lag.) K.lw由 subsp.m品位曲四(F1sch.田K山lZe)
Klwats 

55ハシゴシダ ヒメシダ科 mめタ血抽gJaoduJJgera0王国国，)Ching 
56ヤワラシダ ヒメシダ科 TheJYP抱出品目(Fr四 ch国Sav.)Ching 

57ヒメワラぜ ヒメシダ科 劫時pt.出血'/Tesiana(Gau也ch.)Als阻nvar. c，曲醐恒雄er)IU附箇

58エダウチホングウシダ ホングウシダ料 L血朗自d蜘1iIChing 

59ホングウシダ ホングウシダ判 L白血問。d四臼Ra曲。

裸子植物

lイヌガヤ イヌガヤ科 CephaJo血相S加 n晦加'I1ia伽 igbt田 Forbes)K.Koch var. ha叫 gtonia

2ヒノキ ヒノキ科 cha1田a男，.，怠ob.血sa(Siebold et Zucc.) Er世L

3スギ ヒノキ科 ClJタr四回'aJaponi岨且f.)D.Don 

4ネズミサシ ヒノキ科 J山中官官刀留品 SI曲oldet Zucc 

5イヌマキ マキ科 ptxt.日置pu5'四 国>phy故"(fhunb.) S隅 et

6モミ マツ科 Abij同企咽aSie加，ld既 Zu問。

7アカマツ マツ科 且同国densiBoraSiebold et Zucc. 

被子植物

1アオキ アオキ科 Au四白j平田nlca百1皿 b 咽 r.jap凶 ca

2 7リドオシ アカネ科 Damnaa田油田血dJcusC.F.Gaertn 

3ジコズネノキ アカネ科 JJa田a四 7曲usma町中尾yUusSiebold田Mlq.

4ヨツパムグラ アカネ科 G凶 'umtr政ohys]>'"百 umA.Gray 

5クチナシ アカネ科 GaぜrenJat四曲oJrt.回目118

6サツマイナモリ アカネ科 中 hj間企曲j平田nJcaBlwne

7ヘヲソカズラ アカネ科 Paedo醐 5C，田d四伽ur.)Merr 

8イナモリソウ アカネ科 島叩'dapyxisrn甲花蕊盟Mlq.

9カギカズラ アカネ科 Un岨rian与mc加>phy11a仰 q.)Mlq

10アケピ アケぜ科 Akel由 quJnata但ou比.)Decne 

11ミツパアケ巴 アケピ科 Ak曲11atrifalJa，担(fh四lb.)Koidz 

12ゴヨウアケビ アケぜ科 AkebJa x戸崎帥曲刷出血o)M曲師。

13ムベ アケピ科 S羽田畑町'ah田理油iy11a(fhunb.) Decne 

14ムヲノキ アサ科 Aplu醐ntカre~脚'" (fhunb.) Planch 

15コパノチョウセンエノキ アサ科 CeJ出 h白血苗 Pamp

※小藁植物・シダ類・裸子植物・被子植物の分類ごとに科名を50音順で並べている
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表2 出現種リスト(続量)

分類種名

被子植物

16エノキ

17ウツギ

18コガクウツギ

19ツルアジサイ

20イワガラミ

21ニワゼキショウ

22アリノトウグサ

23ホウチャヲソウ

24コブナグサ

25シナダレスズメガヤ

26カぜクサ

27ササクサ

287シポソ

29ヒメアシポソ

30ススキ

31チヂミザサ

32ケチヂミザサ

33モウソウチク

34マダケ

35ネザサ

36メガルカヤ

37ニオウヤプマオ

38ヤプマオ

39アオカラムシ

40カラムシ

41コアカソ

42ヒメウワパミソウ

43イワガネ

44キミズ

45ヤマミズ

46ウド

47タラノキ

48コシアプラ

49カヲレミノ

50ヤツデ

51キヅタ

52オオパチドメ

53ハリギリ

54ウマノスズヲサ

科名様

アサ科

アジサイ科

アジサイ科

アジサイ科

アジサイ科

アヤメ科

山 内 康 平 ら

学名

白肋油田由 Pers.

品 u出aα官官白血，eboldetZu血

Hy<左翼暗闇lu.帥開R四Koidz.

坊<1rang田 peuolarisSiebold et Zucc. 

島地Izophn替問.hydrang田 ddesSiebold且Zucc

Sisy<由dJJuml四 t出血101E.P阻ckneli

アリノトウグザ科 HaJor.噌抱出U田蜘(I11unb.)RBr 

イヌサフラン科

イネ科

イネ科

イネ科

イネ科

イネ科

イネ科

イネ科

イネ科

イネ科

イネ科

イネ科

イネ科

イネ科

イラクサ科

イラクサ科

イラヲサ科

イラヲサ科

イラクサ科

イラヲサ科

イラクサ科

イラクサ科

イラクサ科

ウコギ科

ウコギ科

ウコギ科

ウコギ科

ウコギ科

ウコギ科

ウコギ科

ウコギ科

ウマノスズクザ科

Z肱iPOIUI11sessUe D.D回目S出叫tetS出叫tf

A1曲国xonhi甲d田(I11unb.)Maklno 

盈理問S曲 C町 vuJa(Schrad.) N，田g

盈甲田曲血n盛山田伺1Unb.)P.Beauv 

臼>pha曲師101gracOe Brongn 

M1cr田昭四曲師四σ由 )A白血国

M1cros向g蜘 蜘 師 四σ由 )A白血田 f.wiOdI即 0岡田町制e田)

Osa血

Misc，剖曲師S1L祖国i5Anders:回n

OpUs四四回世1dulatifc凶出仏rd.)Roem. et Sch叫t

01'且盟問山田uJuJatifo1Jj凹仏rd.)Ro町田Schult.var.四 duJati出品s

P与llostachyseduUs (Carriere) Houz. 

PhyJJ出血崎四retJa血fB (Rupr.) KJ(，吋1

PleJob};副 IS81吉田佃S油 価 侭egeON也aif. gla伽似品1no)Mura国

Tn田田fa前 田 由 Forssk.var. jap四盟国側ld.)M誼価。

易担hm自由hol，沼田プα沼 Blume

Boehm自由japonJl国 ιf.)Mi処四f.1.回世'l"田恒teud.)Ya!祖国

政沼hmeJ歯 nl四 ι.)Gau由由咽r印刷f町 Mak蜘

盈沼hmeJ由 n1.四 ι.)Gau申出咽r白血刀I町 M誼凪of.n伊n悶悶

(Koidz.) Ki坦皿田H.Ohba

政ョehmeJ由宅pJca飽(I11unb.)百mnb

E白血ste四 J呼旭町'cumWedd 

0"田 11ldenv朗 cens(I11unb.) Miq 

PeUionia scamョBen血

F古田jap皿 I団 側 四m.)H皿止 Mazz.

AraUac四曲師団山b

AraJJaeJa白 仰iq.)Seem 

α田'lPop;m置 sciaw.呼UJylloidl田 F田nchetS町.)C.B.S国ngetJ.Y.Hu血 Z

血世vp田町trilid<四回凹b.)Mak岡田且出血

晶恒8}辛抱d四(I11unb.)D配 ne.et Planch. 

Hed，聞 r加 m胸(Miq.)B回n

めd官。，tyleja回 m国百四b

Kalop醐 Ksep血mlob由。古田b.)Koidz. 

A1お白tlochJa晶 b曲 Sieboldet Zucc. 

55オオパウマノスズヲサ ウマノスズウザ科 A油加/日企iaka国事ferlWilid 

56タイリンアオイ ウマノスズヲザ科 A皿 rum晶 aroidl田 (C.Morrenet Decne.) M:出血o

57キンチャヲアオイ ウマノスズヲ唖棋 A坦 n血血盟抽皿 F.Maek.咽 perfet.血皿 F.Maek.

58ツクシアオイ ウマノスズクザ科 A且 rum.kiu.由 numF.Maek. 

※小葉植物・シダ頚・裸子植物・被子植物の分類ごとに科名を50音順で並べている



九州大学福岡演習林の植物相

表ヨ出現種リスト(続き)

分類種名

被子植物

科名 ※ 

59アマチャヅル ウリ科

60スズメウリ ウリ科

61カラスウリ ウリ科

62モミジヨbラスウリ ウリ科

63買ルデ ウルシ科

64ツタウルシ ウルシ科

65ハぜノキ ウルシ科

66ヤマハゼ ウルシ科

67ヤマウルシ ウルシ科

66エゴノキ エゴノキ科

69オオバコ オオバコ科

70ヘラオオバコ オオバコ科

71ヒメオトギリ オトギリソウ科

72リュウキュウマメガキ カキノキ科

73ヤマガキ カキノキ科

74カタバミ カタパミ科

75オッタチカタバミ カタパミ科

76アカシデ カバノキ科

77イヌシデ カバノキ科

76アサダ カバノキ科

79ホソパヒカゲスゲ カヤツリグサ科

60ヒカゲスゲ カヤツリグサ科

617オスゲ カヤツリグサ科

62ノブキ キク科

63キッコウハグマ キタ科

64ヨモギ キク科

65ヤマシロギク キク科

66シラヤマギヲ キク科

87ヒロハホウキギク キク科

88ホウキギヲ キヲ科

89センダングサ キク科

90ヤプタパコ キク科

91コヤプタパコ キク科

目岳ガンクピソウ キヲ科

93ノアザミ キク科

94ツクシアザミ キク科

95ヒメムカシヨモギ キク科

96ヤクシソウ キク科

97ハルジオン キク科

98キクパヒヨFリ キク科

99ヒヨドリパナ キク科

10日ツワブキ キヲ科

学名

の沼田血血map回白!phyUum(Thunb.) Makino 

Nec沼d回目ndrョJ匂P皿 Ica(Thunb.) W J.de Wllde et Duyfj田

Tdch田町曲目四'cw醐叫日 (Ser.)抽組m田 E四 nch.e北Sav

Trich田園曲目mulli10baMiq. 

助国'}a田 n担1.var. ch凪 nSIS(Mill.) T.Y.町IaZ.

TOJd白血油田radJ，国 ns(1.) Kun出回.bsp.岡田帥 (G四 ene)叫 js

h此vd.即由'I1SUc，四 d四 e四 ι)Kun国

見出可即位=ザル田師 (Siebold目白Jcc.)K，凶出

T回目d即位田酎'chocarpum(Miq.) Kun国

StyraxjaponJca Siebold et Zu回

月四島習'"''由tJcaL 

Pk四時vlc回ceula白 L

勾perlc.四 J匂戸田IcumThtmb

品目ipyr田 Japom田 Siebold坑 Zucc.

E田P戸田k此I官lunb.var. syh惜 trISMak卸O

G園面comJcula白 L

Q四位diUenJJJacq 

白甲白山I田却日習 (SI曲。ldet Zucc.) Blume 

carp白出前1wnoskiiM副 m

由叱問japo.町田 Sarg

白血.h四叫~Le'戸S. var. n，四a(H.Lev. et Vanio時Ohwi

白血IIJanc政>1a.担 Boo仕

白r官 leu由也h10raB山唱e

Ad，田町'lluJonh1n盟/aIc.四Edgew.

Ainsliaea apicula，担Sch.Bip.

b也血血白血d岨 Wil1d.var.max加 m何回ti(N曲ai)IlHarヨ

As血rs四血中O}eXJ，白幽刷出師o)M油回目Koidz

As担rs，四加古川b

As'町 subuJatusMichx. var且 n品阿国ns/s(A.Gray田 H.Mann)AGJ.阻国

As'町 subuJatusMichx. var. subuJatus 

Bidc日1$bitemata (Lour.) MeIT. et Sherff 

carp田虹mabro，担即ddt田 L

G呼>esJu四国沼田lI11L

CarpesIum品副'catum血，eboldetZu凪

cir割 問 舟!pOniロunFisch.四 DC

白割問S凶買>1_側祖師1.)Matsum. et Koi由。

口出F国 国 胆den崎山 Cronqut雪t

C肥戸d面的lI11do四"四la血m但ou性.)].IlPak et Kawano 

盈寝間"phlIadeJphIC.田 L

E呼盟加dumn盟k白01T.Kawahara et Yahara var. ma虹.01

Eupa白lriummak白01T.Kawahara et Yahara 

F自覚樫戸山njap岨 fαmι.)Ki阻m

101チチコグサモドキ キク科 白 m出血由p皿柿叩帥例制.)A.L.Cabr四

102ニガナ キヲ科 島町拙um晶n白oum(Thunb.) Tzvel肝 S曲 sp.dl目白oum

※小葉植物・シダ類・裸手植物・被子植物の分類ごとに科名者50音順で並べている
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表2 出現種リスト(続き)

分類種名

被子植物

科名 ※ 

103イワニガナ キク科

104アキノノゲシ キク科

105ムラサキニガナ キク科

106コオニタぜラコ キク科

107ヤブタビラコ キク科

108モミジコウモリ キク科

109シュウプンソウ キク科

110セイタカアワダチソウ キク科

111オニタ芭ラコ キク科

112キブシ キブシ科

山内康平ら

学名

&百古s但lonili町 aA.G四y

Lactu四 IDG骨 四 L

Lactucas副司プ~ Miq 

臼p醐描阻m弔問wonoidt.国側四m.)J.H.Pak et K.Bremer 

Lap四面白血humDe(Thunb.) ].H.Pak et K.B陀m町

Pa百四回'o.kJl出血国側也担0)H.Koyama 

RhJ咽d田p町田血四1iciDatumReinw.田 B加 ne

S，辿dagoalt1盟曲坦L

泊四車五aj匂!PDl1i'回仏)DC 

Stachyuros pral町田 Sieboldet Zucc. 

113サカキカズラ

114イケマ

キョウチクトウ科 Anode目白'I1aJ酷 e制ook.et Arn.) Dru田

キョウチクトウ科 Q沼田chumcaudatum ~血q.)M副血

115シタキソウ

116キジョラン

117テイカカズラ

118シロパナカモメヅル

119コパノカモメヅル

120ボタンヅル

121ハンショウヅル

122センニンソウ

123ヒメウズ

124カラマツソウ

1251宅リ I~リノ

1267スノ

127ヤブニッケイ

128カナクギノキ

129ヤマコウパシ

1307プラチャン

131カゴノキ

1327オガシ

133タブノキ

134イヌガシ

135シロダモ

136ツルグミ

137オオパグミ

138アキグミ

139ノグルミ

140サワグルミ

141ツルコウゾ

1427ワクサ

143イヌピワ

144ホソパイヌピワ

キョウチヲトウ科 Ja町田τ四曲目mu百四百白但凶1CO)W.D.St四enset P.T.Li 

キョウチクトウ科 Ma吋自由tom田 t田raC.Mo:πen et Dec田

キョウチヲトウ科 η習chel，田P四四umasiadlα/lTl(Siebold et Zucc.) N，晶画

キョウチクトウ科 V血白血M四msublanc回~a血m 仏且q.) M担加 var.ma四nthumM阻 m

キョウチクトウ科

キンポウゲ科

キンポウゲ科

キンポウゲ科

キンポウゲ科

キンポウゲ科

キクスノキ科

キクスノキ科

クスノキ科

ヲスノキ科

ヲスノキ科

クスノキ科

7スノキ科

クスノキ科

クスノキ科

クスノキ科

クスノキ科

グミ科

グミ科

グミ科

クルミ科

クルミ科

クワ科

7ワ科

クワ科

ヲワ科

V血目白d四msubli.町田oJa血m(Miq.)M副血 var.subl.即日d時四

Clema曲申必晶!liaDC

Cle四由'}apom国百lUnb

Clema曲 temJDoraDC

Sem1aquUegJa adOJ<<Jld，田(DC.)M曲lno

ThaJjctrum aquUegi1fo1Jum 1. var血t町田dJumN也ai

ACj曲目おμneac世間拍但l山田，)Me皿

C血四血醐回目岬曲四ι)].l'l'田l

C血回国明醐刷出制四制油国，)Su脚。田聞ara

L血出血句噛F羽田tpaM直面。

L血deragisuca (Siebold et Zucc.) Blume 

L血derapraec.沼"'(Slebold et Zucc.) Bl山田

Li白回目n沼田 H.Lev

A晶chilusjaponJca Siebold et Zucc田 Blume

A晶chUi四曲四b時 iiSiebold et Zu回

N田Uts四回目la血但lume)Kol血

N回他国酬明但lume)恥也

Ela，民事1Jusglabra百lUnb

EL旨出智l1U.宮macrophyUa百四nb

Ela由替問宮umbella白百mnb.var. umbeUa白

月atyc8l)信 S帥 b曲目aSiebold et Zucc. 

月町vcaワ信Zカ'oJfoUaSiebold et Zucc. 

島明暗闇e曲 kael甲曲tSiebold

品加ua凶H田 a(Thunb.) N曲ai

FJc師団官.ta百umb.var. erec，担

FJc回目官担古田b.var. erec，担 f.sJe，加~dJJ(Miq.) Comer 

145イタピカズラ ヲワ科 FJc，四n1p戸加担E四nch.et Sav. 

146ヒメイタピ クワ科 品巴出品田晶司piM副皿

※小葉植物・シダ類・裸芋植物・被子植物白分類ごとに科名在日音順で並バている



九州大学福岡演習林の植物相

表2 出現種リスト(続き)

分類種名 科名 ※ 

被子植物

147ヤマグワ '7ワ科

148コフジウツギ ゴマノハグサ科

149マムシグサ サトイモ科

150ミツバチンナンショウ サトイモ科

151サルトリイパラ サルトリイパラ科

152シキミ シキミ科

153キランソウ シソ科

154ヒメキランソウ シソ科

155ムラサキシキプ シソ科

156ヤブムラサキ シソ科

157クサギ シソ科

158トウパナ シソ科

159ヤマトウパナ シソ科

160カキドオシ シソ科

161テンニンソウ シソ科

162オオマルパノテンニンノウシソ科

163イヌコウジュ シソ科

164レモンエゴマ シソ科

165ハマクサギ シソ科

166アキノタムラソウ シソ科

167ナツノタムラソウ シソ科

168ツクシタツナミソウ シソ科

169ナミキソウ シソ科

170シュロソウ シュロソウ科

171コショウノキ ジンチョウゲ科

172キガンピ ジンチョウゲ科

173ハマニンドウ スイカズラ科

174ヤマウグイスカグラ スイカズラ科

175スイカズラ スイカズラ科

176コタチツボスミレ スミレ科

177タチツボスミレ スミレ科

178オオタチツボスミレ スミレ科

179スミレ スミレ科

180コミヤマスミレ スミレ科

18Hlチスミレ スミレ科

182シハイスミレ スミレ科

183ノダケ セリ科

184セントウソウ セリ科

学名

Morusa田 tralisPoir. 

Bud，品抽出rViIJ四 H∞k且 M

A1省aemajap盟 Ic，四盟国ne

血祖師a臼rnadJ.班曲四抽kino

晶7lilaxc曲'18L. 

DHciuman田氏四L

Aj，時18do町四'be四百lunb

4陶伊pygma田 A.G田y

ιaJJ/，岡 戸!japonlcaThunb 

CaJJi，国 pama曲能回11det ZUCC 

α'erodo四血四回'cho加ImumTh叩 b

C曲'Opodil山ngractIe但百世L)Kun包e

CliL日>POdi四 mul，臨時制副m.)Kun国

Glechoma hederac.四L.subsp. gJ四d/s(A.Gray) H出血

Leul回目p血 nnjaponlc，抑 制iq.)阻阻m.etMurata 

Leul田 E申白血S担ゆ;]um(Miq.) Kitam et Mu 阻 ta四 r.radJ，白血制onda)
T.Yamaz. et Murata 

MosJaS4田 'bra(fhunb.) C.Y.wU et H. W.Li 

P日量ゐ口出Odora側出血0)Nakal 

丹田namicrop勿l1aT凹=

sali凶'ajap四 Ica百回b

Sal由 h師国1s(Koidz.) Koidz. var血相羽田曲肋lakino)Mura国

ScuteUe副'aklr.岡田'8HJ面見

Scu凶四'astr.世間 Hemsi

V間 的1111n抽訓;]Regei

血!phne.kiUsJ.副 8Miq

DIp10m0rp畑出''cho担ma(fh凹b.)N，曲a
Lomα四 aJlinJSHook. et Arn 

Lom田宮gracJUp田 Miq.var.gr習c;]伊国

La町田可申四四百lunb

町blagry戸田rasAG田ryvar. eXtlJS (Miq.) N曲ai

WoJagワ'fJOC町田 AG四 lyvar.gワ'fJOC町田

VJo1a/a出 町 四 国M晶泊。

WoJamaχ危hurJcaW.Becker 

Violam四 moWl，園田'aMak担。

Vtola radde.副 'aRegel 

町blavioL配四Makinovar.ω'oJa出 迎

A噌叫四d町山富t問。叫I吐.)F:四nch.et SaV. 

白町ae1edl四国胞団仰山b.)抽刷。

185ミヤマセントウソウ セリ科 α田副~dec，由時四仰山lb.) 抽kino f.jaJ.田畑(Y.Yabe)Ohwi 

186ミツパ セリ科 匂'p白血回la園周血nsisι.)Dιsubsp.占脚n阻 但 田sk.)H田 d.-Mazz.

187センダン センダン科 A血血a居直rachL. 

188キピヒトリシズカ センリヨウ科 αua四曲出血出皿1(A. Gray) Som酉

189イタドリ タデ料 品副刷aj'apan.畑 (110凹 tt)恥田eDecr，四虫卵n帥

※4境調勅・シダ類・裸子植物・被子植物の分類ごとに科名者50音順で並べている
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表2 出現種リスト(続き)

分類種名

被子植物

190ミズヒキ

191ヤナギタデ

19但サナエタデ

193ハルタデ

194ポントヲタデ

195ネジキ

196ギンリョウソウ

191ヤマツツジ

198シャシャンボ

1997オツヅラフジ

200ツヅラフジ

201ヤブツバキ

202チャノキ

203ツユヲサ

204ヤプミョウガ

205コヤプミョウガ

206エノキグサ

201コニシキソウ

208アカメガシワ

209ヤマアイ

210シラキ

211 07ダミ

212トベラ

213ナガパジャノヒゲ

214オオパジャノヒゲ

215オモト

216ヒヨFリジョウゴ

211サワハコベ

218ツルウメモドキ

219コマユミ

220オオコマユミ

221ツリパナ

222ケヤキ

2237ロキ

224シロパイ

225ハイノキ

226クロパイ

221クロミノサワフタギ

228ママコナ

229キンミズヒキ

230ザイフリポヲ

231ウラジロノキ

科名 ※ 

タデ科

;デ科

タデ科

タデ科

タデ科

ツツジ科

ツツジ科

ツツジ科

ツツジ科

ツヅラフジ科

ツヅラフジ科

ツパキ科

ツパキ科

ツユヲサ科

ツユクサ科

ツユヲサ科

トウダイグサ科

トウダイグサ科

トウダイグサ科

トウダイグサ科

トウダイグサ科

ドクダミ科

トベラ科

ナギイカダ科

ナギイカダ科

ナギイカダ科

ナス科

ナデシコ科

ニシキギ科

ニシキギ科

ニシキギ科

ニシキギ科

ニレ科

ハイノキ科

ハイノキ科

ハイノキ科

ハイノキ科

ハイノキ科

ハマウツボ科

パラ科

パラ科

パラ科

山内康平ら

学名

pem出由a帥 m1is(Thunb.) N油国exW.T.Lee

pem岨 tahy由 >pJper(1..) Delarbre 

民国f国プ'a111，回出品Uaι.)Delarbre var血白血(Ro酎 H.Hara

民自I回プamacuJOI.田 Graysubsp. hlrtJ..田UlJS(Danser) S.Ela田 net
T.Knu国 onvar. pubesc四7S(M曲1no)Yonek. 

pem回世p油田町田恒l山田)且耳醐

Lyon1ao阻雌>iJa(Wall.) Drude v訂 d祖岡田慣i曲oldet Zucc.) Hand抽 E

M01目白戸S白血humUe(D.Don)H.Hara 

R仇耳目f田 d加 k置四p耐プPlanch.var. kaempferi 

拍 'ccJniumbract.副島四百四b

凸χ口uustrtJobus (Thunb.) DC 

品叩m叫四acutum(1h皿b.)R曲d置 etE.llWils叩

G田恕幽j呼-，四L

白血'elliaSI1間四3ι.)Kun包e

白血melina四 n四四IsL.

PoJbajaponi.四百四h

PoDJam血 nda但Lev.)H.Hara 

Aca仰 担a目白曲 L

Chm回目;ra朋四la白 ιj面nall

MaUo血 5J.￥XUHC，田 ιf.)M凶1.1祉g

Me町田プ'alisJetocarpa Siebold et Zucc 

Ner.溜曲-akiaj;.事抽出国 (Sieboldet Zucc.) Esser 

Houtt甲剖a四，rda，白百凶b

PJtt田戸田四加b加胆1四，b.)W.T.Al阻n

φI/HopoganjヰXUHC，世田unb.)Ker Gawl. var. umb四 usM:副E

C酔hio戸>sV11p/;血白押田N曲al

Rohd.回 J8f-田川田(Thunb.)Ro血

止>.1，副 umlj咽丘四百四b

且匂Uar由 d開 'I'SiB.oraMa刻m

由1a5，師 /sorbicuJatus百lUnb.var. orbicuJatus 

Euo.母咽山油価仰凹b.)Siebo1d f. s，出制s(Thunb.) Mak担。

Euo申四国aJatus(Th凹b.)Siebo1d四 r.ro，血nda，血s仰akin吋H.Hara

Eu，日明刀四勾phyJ町田拙q

品凶U悶 S明暗(Thunb.)Makino 

串四JjJlocl四 kuroJdN，唱鑑札

Symploc田 larχ泊foliaSiebold et Zucι 

皐咽'1jJJoc由 my7租C田 Sieboldet Zucc. 

SympJo<泊 spn皿曲面Sieboldet Zucc. 

$咽>plocos担nakanaN曲叫

MeJampyrum roseumM副 血 咽r.ja，戸出C聞 Franch.et Sav. 

ベF加 oniapill田 aLedeb.v町田ckh血但山唱e)Ko乱

A即0/81凶 f町 a醐 U田恒ieboldet Zucc.) End1田Walp

Al百j停泊I11icaDecne 

232ヤマザクラ パラ科 白百四占田昌品田富刷出old田 Koi也)H.Ohba 

※小葉植物・シダ頚・裸手植物・被子植物の分類ごとに科名者50音順で並べている



九州大学福岡演習林の植物相 59 

表2 出現種リスト(続き)

分類種名 科名 ※ 学名

被子植物

233キジムシロ パラ科 丹班mtiDafi:再開プrotd~四 L. var. majorMa刻m.

234ミツパッチグリ パラ科 PotentiDan芭>yni.副 aBornm. 

235オヘビイチゴ パラ科 Po，担ntJUaan師国lifa曲LeIUn

236カマツカ パラ科 Pour曲f醐叫田'a(Th叩h.)Decne咽 r叫四

237シャリンパイ パラ科 助 laphia勾由血dicaι.)Undl田Kervar.um，担曲'"(Thunb.) H.Oba出

238テリハノイバラ パラ科 R田aludaeRo出，ebr.et Franch阻む句

239ノイバラ パラ科 R田amuJt1fIt.町宮四回b

240モリイパラ パラ科 Rc>田回開iM:出血ov町血k四回sis(Franch. et Sav.) H.Ohba 

241ヤプイパラ パラ科 Ra回聞配1M直担ovar.on由"
242ヤマイパラ パラ科 Ra血血mbuc曲aKoidz 

2437ユイチゴ パラ科 Rubusbul白百UプMiq

244 :7マイチゴ パラ科 Ru如 S目白曙曲H田 Bunge

245 :7サイチゴ パラ科 Rubushirsu加s百lUnh

246パライチゴ パラ科 R抽出d出窓'bras田 F日:ke

247ヒメパライチゴ パラ科 Rubusm曲四百d田 H.Lev.etV副not

248モミジイチゴ パラ科 血lb.山戸加担s百四nh.var. cop，白>phy.仙'S(A.Gray) K山 田 田Koi，也

249ナガパモミジイチゴ パラ科 血 血S戸h祖師団u曲 var.pal回加s

250ナワシロイチゴ パラ科 Rubus parvifolJ.四L

251イノコヅチ ヒユ科 Ach)"田thesbim田白血 Blumev町。J母国lnicaMiq. 

252ヒナタイノコヅチ ヒユ科 Achyran曲目bidi.四白血 Blumevar. fa出'iei肝Lev.etV自由t)

253ノブドウ ブドウ科 Am.戸10p暗gh四dul.田沼(Wa11.)M叩uy.v町'he，担κp勿1Ia(Thunb.) Mo凶y

254ツタ ブドウ科 pat曲即日細目出C田opidata(Siebold et Zucc.)目anch

255エぜヅル ブドウ科 目'dslid血UaB山自信

256サンカクヅル ブドウ科 日'tisn.田"'.四百lunb

257クリ プナ科 Cas，担n田α盟国白 Sieboldet Zucc 

258ツブラジイ ブナ科 Cas.血n甲暗C国opida白(Thunb.)Schottky 

259スダジイ ブナ科 印刷op暗 sJebofi.幽側副no)Hat山 田T.Y，醐az.et M刷出

260マテパシイ プナ科 白曲町田pusedulお脚lakIn吋 N出a1

261シリアカガシ プナ科 Lltl町 '81PUSglaber (Thunb.) N曲al

262アカガシ プナ科 Que町田acutaThunh 

263 :7ヌギ プナ科 Qu自で田a回出sJmaC町ru由

264ナラガシワ ブナ科 α2四r田aUet盟国山田

265アオナラガシワ ブナ科 α2宙τ田aUet田 Blumev訂 peUucidaBlume 

266 Yラカシ プナ科 。，官官出glau.田Thunb.

267シラカシ プナ科 Qu四百1Sm)"窓血i晶画Blume

268ウラジロガシ プナ科 Qu町 田sali，同盟盟国ne

269コナラ ブナ科 Queπ田島田習白 Murray

270コパンモチ ホルトノキ科 Elaeac宙?山j甲田畑ISSie凶11detZucc 

271ホルトノキ ホルトノキ科 Elae<χ混甲山却丘町g官iK.Koch 

272サルナシ マタ夕日科 Ac曲ldiaargu血恒ieboldet Zucc.) Pl血血目Mlq

273マタタぜ マタタぜ科 ACl剖 rcJiapolJ酔皿at血.eboldet Zuoc) Planch田M副 m

274サネカズラ マップサ科 品"'s，回 J匂戸田Icaι)D凹 d

275ネムノキ マメ科 AlbJzJa julJb.品由 Dur，但&

276イタチハギ マメ科 Am回世'afruti.岡田 L

※小葉植物・シダ類・裸子植物・被子植物の分類ごとに科名在50音順で並べている



ω 

表2 出現種リスト(続き)

分類種名

被子植物

277ジャケツイパラ

278ヌス芭トハギ

279ノササゲ

280ノアズキ

281ヤマハギ

282メドハギ

283マルパハギ

284イヌエンジュ

285クズ

286タイワンクズ

287ハリエンジュ

288ヤマフジ

289イスノキ

290マツカゼソウ

291ハッサヲ

292ミヤマシキミ

293カラスザンショウ

2947ユザンショウ

295サンショウ

296イヌザンショウ

297ミズキ

298ヤマボウシ

299ヲマノミズキ

300ゴンズイ

301イロハモミジ

302ウリハダカエデ

303チシャノキ

304ヤマルリソウ

305ヒイラギナンテン

306ナンテン

307マルパアオダモ

308ネズミモチ

309トウネズミモチ

310ヒイラギ

311コブシ

312ナナミノキ

313イヌツゲ

314モチノキ

315ソヨゴ

3167ロガネモチ

317サカキ

科名 ※ 

マメ科

マメ科

マメ科

マメ科

マメ科

マメ科

マメ科

マメ科

マメ科

マメ科

マメ科

マメ科

マンサヲ科

ミカン科

ミカン科

ミカン科

ミカン科

ミカン科

ミカン科

ミカン科

ミズキ科

ミズキ科

ミズキ科

ミツパウツギ科

ムクロジ科

ムクロジ科

ムラサキ科

ムラサキ科

メギ科

メギ科

モクセイ科

モクセイ科

モクセイ科

モクセイ科

モクレン科

モチノキ科

モチノキ科

モチノキ科

モチノキ科

モチノキ科

モッコヲ科

山内康平ら

学名

白a皿4ロ剖'adt.配布市担la 侭o吐~ Alston咽 r.japonJca(Sie凶ldet Zucc.) 
H.Ohashi 
De.四四tJump0c/4由沼右pumDC. subsp.明 phyll凹n(DC.)H.Oh描hiv町.

岬 '}()nic，四側iq.)

民間晶la前回国白Sieboldet Zucc. 

Dunbarla凶 田'a(I'hunb.) Makino 

L田opedl盟批v1orTurcz.

L田opedl醐ロmea，担(Dum.Cours.)G.Don 

L田ifJedl閣の目。加町四Miq

凡laack1aam町四sisRupr. et M血位n

PuerarJa /0，白血仰'illd.)Ohwi 

品目百四mont.田 aι。町)M町

Robiniapsl四 d四国!daL.

蹄面白dab皿chybo句'sSiebold et Zucc 

Distylium ra四 mosumSiebold et Zu目。

政盟国噌畑山田aalbilll旧制∞k)Rchb田 Me回 V訂 Ja四万ca(Nak園田

M曲担oet Nemoto} S四組

Citrush，晶且kuHort田 Tan曲:a.nom. nud 

Sld四 1iajaponicaThunb.varJaponica 

zan曲a母'JumaJll.目的o1desSiebold et Zucc. 

zan曲岬d四置四回DC.var. subt:riJ，叫 'a.tum(Fr，叩ch.)胞団血

zan曲明d四p~戸rltum (L.) 民

Z国曲α母1umsc.帥'1ifoliumSiebold et Zucc 

Comus回 n師同市'BHemsL田Praln

Comuskou田 Bu町E町田Hancesubsp.kousa 

Com出血acrophyDaW;剖1

Eusc，平 i}]js}<脚 d四四1皿 b.)Kani白

Ac町 paln沼恒mTh凹b

Acer rufiner開 Sieboldet Zucc. 

品目曲a口血蜘臼 RBr.var. a加目白(Undl.)I.MJo胎1St

伽 'Pha1od.自主脚d掴(I'hunb.)抽血。

Berl回世Japon1ca(I'hunb.) RBr 
Nandina由 m日 U四百lUnb

Fraxinus sieboldiana Blume 

L留曲師四'japonl四 mTh叩 b

L留国的nnlucJdl山 nAiton 

白m四 曲 四hetl間的伽(G.Don)P.S.Gr田 n

Magnol1a kob由民

Dexd即日_S出lS

Dexcr四 a臼百四tb.var口四a臼

E献血tei四百四b

Dexped，凹 cul，町'aMi司。

Dexro，丘mdaTh凹 h

CJe戸 rajaponicaTh凹 b

318ヒサカキ モッコク科 品巧信占脚nica官1Unb.var.}e暫曲I国

※小葉植物・シダ類・裸子植物・被子植物の分類ごとに科名者50音順で並べている



表2 出現種リスト(続き)

分類種名

被子植物

319モッコク

320イイギリ

3217スドイゲ

322マンリヨウ

323ヤブコウジ

324ツルコウジ

325オカトラノオ

326コナス芭

327ミヤマコナスE

328イズセンリョウ

329タイミンタチバナ

330ヨウシュヤマゴボウ

331ヤマノイモ

332キクパドコロ

333オニドコロ

334ヤマモモ

335ツルネコノメソウ

336オオチャルメルソウ

337タンチョウソウ

338ユズリハ

339ヒメユズリハ

340ヤマホトトギス

341ヤマジノホトトギス

342シュンラン

343シュスラン

344ミズトンボ

345コヲラン

346リョウプ

347アケポノソウ

348センブリ

349ニワトコ

350ガマズミ

九州大学福岡演習林の植物相

科名 ※ 学名

モッコヲ科 T釘百台四国'ag}咽 n四品目習0N場lt目 白 羽 Bedd.

ヤナギ科 M田 'ap時 四 回M副皿

ヤナギ科 均d出四aco11f!四個(Lour.)Meπ。

ヤブコウジ科 助曲担問細菌加E

ヤブコウジ科 Ar曲 Iajaponll目別四lb.)Blume 

ヤブコウジ科 Ar曲 lap凶曲A.DC

ヤブコウジ科 Ly.四四'chJa抽 出 叫d日 Duby

ヤブコウジ科 L)世田町ma占脚'"田羽田b

ヤブコウジ科 L)岨田町hJa担nalcaeM副血

ヤブコウジ科 抽四'}ap皿 Ica(Thunb.) Moritzi et ZolJ 

ヤブコウジ科 A(;個師e皿F血 UH.Lev

ヤマゴボウ科 Phy耐 'ac田 am副 C田 aL 

ヤマノイモ科 品目印庇沼J司rpom国百unb.

ヤマノイモ科 Dios四四S申t醐 /0畑古田nb

ヤマノイモ科 E四四国atokoroM油泊。

ヤマモモ科 MoreOa rubra 1our. 

ユキノシタ科 C勾母国p血 I四 H噌叫IlferumF.5chmidt 

ユキノシタ科 拍担Ua月田町田M副血

ユキノシタ科 M祉出醐rO.<W'(Ollv.) Koi由。

ユズリハ科 白μn1p与，Uumm，町 rop皿蜘Miq.

ユズリハ科 且甲伽舛yU，四吋田宮田副Zol1田K四

ユリ科 目伊曲ma，田 p岨岨q

ユリ科 目伊曲a晶 11sMiq 

ラン科 Q咽 'bidi凹刀gOeri11f!U(Rchb.f.) Rcbb.f. 

ラン科 白血世間同/u，曲IBM副皿

ラン科 抽民国ria.. ザ出血raRchb.f. 

ラン科 L牌 出nervosa(Thunb.) Lind1 

リョウブ科 C/e曲四白地血'eI'>也 5ie凶11detZucc 

リンドウ科 S附 Ttiabima，日da面白ieboldet Zucc.) Hooki. et Thomson田 C.B.Ciarke

リンドウ科 Swertiajaponica (S出uit.)M曲担。

レンプヲソウ科 &町釦四S血沼町田L.subsp. sleboJdiana仰iq.)H.Hara 

レンプヲソウ科 目b田沼町 dUa，担tum百四b

351コパノガマズミ レンプヲソウ科 目b町刀umerosum百1皿 h

352サンゴジュ レンプウソウ科 凶b町刀umo曲目臨S曲 umKer Gawl. V3f. a聞 buki(K.Koch) Zabel 

35沼コヤプデマリ レンプヲソウ科 目b間四PU醐 四 百lunb.var四円曲E四 Miq

※小葉植物・シダ類・裸手植物・被子植物の分類ごとに科名を50音順で並べている

61 
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表3 科別の出現種数

分類 科名※ 出現種数 分類 科名※ 出現種数

小葉植物 被子植物

イワヒパ科 ウマノスズクサ科 5 

ヒカゲノカズラ科 2 ウリ科 4 

シダ類 ウルシ科 5 

イノモトソウ科 5 エゴノキ科

イワデンダ科 10 オオバコ科 2 

ウラジロ科 2 オトギリソウ科

ウラボシ科 4 カキノキ科 2 

オシダ科 19 カタバミ科 2 

カニクサ科 カバノキ科 3 

キジノオシダ科 3 カヤツリグサ科 3 

コケシノブ科 キク科 30 

コパノイシカグマ科 2 キブシ科

シノブ科 キョウチクトウ科 7 

ゼンマイ科 キンポウゲ科 5 

チャセンシダ科 クスノキ科 11 

トクサ科 グミ科 3 

ハナヤスリ科 2 クルミ科 2 

ヒメシダ科 4 クワ科 7 

ホングウシダ科 2 ゴマノハグサ科

裸子植物 サトイモ科 2 

イヌガヤ科 サルトリイバラ科

ヒノキ科 3 シキミ科

マキ科 シソ科 17 

マツ科 2 シュロソウ科

被子植物 ジンチョウゲ科 2 

アオキ科 スイカズラ科 3 

アカネ科 B スミレ科 7 

アケビ科 4 セリ科 4 

アサ科 3 センダン科

アジサイ科 4 センリョウ科

アヤメ科 タデ科 6 

アリノトウグサ科 ツツジ科 4 

イヌサフラン科 ツヅラフジ科 2 

イネ科 13 ツバキ科 2 

イラクサ科 9 ツユクサ科 3 

ウコギ科 自 トウダイグサ科 5 

※各分類群毎に科名の五十音順で阻列



九州大学福岡演習林の植物相 回

表3 科別の出現種数(続き)

分類 科名※ 出現種数 分類 科名※ 出現種数

被子植物 被子植物

ドクダミ科

トベラ科 リョウブ科

ナギイカダ科 3 リンドウ科 z 
ナス科 レンプクソウ科 5 

ナデシコ科

ニシキギ科 4 

ニレ科

ハイノキ科 5 

ハマウツボ科

パラ科 22 

ヒユ科 2 

ブドウ科 4 

ブナ科 13 

ホルトノキ科 2 

マタタピ科 2 

マップサ科

マメ科 14 

マンサク科

ミカン科 7 

ミズキ科 3 

ミツバウツギ科

ムクロジ科 2 

ムラサキ科 2 

メギ科 2 

モクセイ科 4 

モクレン科

モチノキ科 5 

モッコク科 3 

ヤナギ科 2 

ヤブコウジ科 8 

ヤマゴボウ科

ヤマノイモ科 3 

ヤマモモ科

ユキノシタ科 3 

ユズリハ科 2 

ユリ科 2 

ラン科 4 

※各分類群毎に科名の五十音順で阻列
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表4 出現帰化植物リスト

種名

ニワぜキショウ

シナダレスズメガヤ

マダケ

モウソウチク

ヘラオオバコ

オッタチカタバミ

セイタカアワダチソウ

チチコグサモドキ

ハルジオン

ヒメムカシヨモギ

ヒロハホウキギク

ホウキギク

科名 環境省指定の 前調査に
要注意外来生物 記録あり分類

被子植物アヤメ科

被子植物イネ科

被子植物イネ科

被子植物イネ科

被子植物オオバコ科

被子植物カタバミ科

被子植物キタ科

被子植物キク科

被子植物キタ科

被子植物キク科

被子植物キク科

被子植物キク科

チャノキ 被子植物ツバキ科

コニシキソウ 被子植物トウダイグサ科

イタチハギ 被子植物マメ科

ハリエンジュ 被子植物マメ科

トウネパミモチ 被子植物モクセイ判

ヨウシュヤマゴボウ被子植物ヤマゴボウ科

。

。
。
。。

0

0

0

 

。

。

出現林班

21材胡E

2U抑圧

1， 6， 9， 20林班

1，10林班

続本班

18，21林班

21林班

21林班

21林班

5，17林班

21林班

21林班

6，22材報E

21材嘘

17， 21林班

16林班

17林班

21林班

表5 環境省及び福岡県のレッ Fデータブックに記載の種

環境省レッドデータ 福岡レッドデータ種名

絶滅危倶 IB類 (EN) 絶滅危倶E類 イヨクジャク

絶滅危倶E類 (VU) キンチャクアオイ

絶滅危倶E類 (VU) タチスミレ

絶滅危倶E類 (VU) ツクシアオイ

絶滅危倶E類 (VU) 絶滅危倶 IA類キピヒトリシズカ

絶滅危倶E類(刊) 絶滅危倶 IA類ミズトンボ

準絶滅危倶(町) モミジコウモリ

分類 科名

シダ類 イワデンダ科

被子植物 ウマノスズクサ科

被子植物 スミレ科

被子植物 ウマノスズクサ科

被子植物 センリョウ科

被子植物 ラン科

被子植物 キク科

絶滅危倶 IA類イワデンダ シダ類 イワデンダ科

絶滅危倶 IA類カラマツソウ 被子植物 キンポウゲ科

絶滅危倶 IA類コケシノブ シダ類 コケシノブ科

絶滅危倶 IA類ナミキソウ 被子植物 シソ科

絶滅危倶 IA類リュウキュウマメガキ 被子植物 カキノキ科

絶滅危倶 IB類エダウチホングウシダ シダ類 ホングウシダ科

絶滅危倶 IB類シタキソウ 被子植物 キョウチクトウ科

絶滅危倶E類 イナモリソウ

絶滅危倶E類

絶滅危倶E類

準絶滅危倶

準絶滅危倶

コガネシダ

モリイバラ

ネズミサシ

被子植物 アカネ科

シダ類

被子植物

裸子植物

ミツバテンナンショウ被子植物

イワデンダ科

パラ科

ヒノキ科

サトイモ科
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図3 林班ごとの出現種数

3. 2.林班ごとの植物相

林班ごとの出現種教を図3に示す。また，林班ごとに3

方形区以上出現した種の出現頻度を図4に示す。

1林証の方形区は北東部の広葉樹林内に設定したロ地形は，

大部分が急傾斜の斜面中腹であり，尾根と沢が一部含まれ

た。との林証ではシダ類が3科5種，裸子植物が1科1種，

被子植物が34科55種となり合計61種が確認された。

2林班は東側境界にある尾根と林班の中心を西に向かつ

て下る水気の多い沢に方形区を設定したロこの林涯ではシ

ダ類が3科4種，裸子植物が1科1種，被子植物が43科78

種となり合計83種が確認された。

3林班は南東部の広葉樹林と北西部の人工林内にある沢

に分けて方形区を設定した。との林班ではシダ類が7科13

種，裸子植物が3科3種，被子植物が45科80種となり合計

96種が確認された。

4林証は南東部の歩道上から北西部に向かって方形区を

設定したロ乙の林班ではシダ類が5科10種，裸子植物が2

科4種，被子植物が42科79種となり合計93種が確認された。

5林置は南西部の4林班との林班界付近に方形区を設定

した。この林班ではシダ類が8科9種，裸子植物が2科2種，

被子植物が41科69種となり合計80種が確認された。

6林産は中央部のヒノキ人工林の聞にある広葉樹林で，

小尾根と作業道跡を含む簡所に方形区を設定した。この林

班では小葉植物が1科1種，シダ類が6科12種，棟子植物

が3科3種，被子植物が44科89種となり合計105種が確認

された。

8林班は中央部の広葉樹林にて池の縁から人工林縁まで

の斜面を往復するように方形区を設定した。乙の林証では

シダ類が4科6種，裸子植物が2科3種，被子植物が38科

72種となり合計81種が確認された。

9林班の方形区は中央部の資額植物園に含まれる天然林

内の歩道沿いに設定した。この林班ではシダ類が8科11種，

裸子植物が1科1種，被子植物が35科79種となり合計91種

が確認された。

10林班は北部の境界付近にある広葉樹林で，尾根と沢に

分けて方形区を設定したロこの林班ではシダ類が4科5種，

被子植物が47科89.種となり合計94種が確認された。

11林置は中央部の広葉樹林で尾根から池に向かつて，尾

根，沢地形を含むように方形区を設定した。乙の林班では

シダ類が6科10種，裸子植物が2科2種，被子植物が38科

76種となり合計88l種が確認されたロ

12林班は全体が人工林となっているため13林班との境界

付近のスギ，ヒノキ人工林下または林縁に方形区を設定し

た。乙の林班ではシダ類が5科7種，裸子植物が2科3種，

被子植物が31科37種となり合計47種が確認された。

13林産は南部の尾根上に残された天然林から12林涯の境

界へ向かつて方形区を設定した。この林班では小葉植物が

1科1種，シダ類が5科7種，裸子植物が2科2種，被子植

物が3酬 59種となり合計69種が確認されたロ

14林班は15林班との境界付近で急傾斜の尾根と緩傾斜の

沢を含むように方形区を設定した。乙の林班では小葉植物

が1科2種，シダ類が5科8種，被子植物が31科52種となり合

計62種が確認された。

15林班の方形区は14林班との境界にある広葉樹林内の緩
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傾斜で尾根，沢を含むように設定した。この林班ではシダ

類が4科6種，裸子植物が1科1種，被子植物が41科66種

となり合計73種が確認された。

16林班の方形区は中央部に広く残された広葉樹林内で尾

根と水気のない沢地形に設定した。乙の林班ではシダ類が

1科3種，被子植物がお科白種となり合計6曜が確認された。

17林班は中央部の斜面中腹にある人工林の合聞と西部の

不成績造林地にある沢に分け方形区を設定した。乙の林班

ではシダ類が8科14種，裸子植物が1科1種，被子植物が

53科11掘となり合計127種が確認された。

18林班は中央部の鞍部で人工林の合聞や人工林下に方形

区を設定した。林冠が開けた斜面中腹と水気の晶る沢，鞍

部伝いの尾根を含んだ。この林班では小葉植物が1科2種，

シダ類が6科8種，裸子植物が1科1種，被子植物が48科

9掘となり合計109種が確認された。

19林班の方形区は北部の急傾斜の尾根と南部の17林班と

の境付近の水量がある緩傾斜の沢に分けて設定した。乙の

林班ではシダ類が6科13種，裸子植物が2科3種，被子植

物が48科99種となり合計115種が確認された。

20林班の方形区は尾根と南部境界付近の急傾斜で水気の

ある沢に分けて設定したロ乙の林班では小葉植物が1科1種，

シダ類が3科7種，裸子植物が1科1種，被子植物が42科

73種となり合計82種が確認された。

21林班は北部の境界付近の人工林下と中央部の沢，また，

林道脇に方形区を設定したロこの林班ではシダ類が11科21

種，裸子植物が1科2種，被子植物が58科140種となり合計

163種が確認された。

22林班の方形区はクヌギ林下とヒノキ林縁に設定された。

この林班ではシダ類が2科3種，裸子植物が2科2種，被

子植物が34科54種となり合計5曜が確認された。

23林班の方形区はスギ ヒノキの人工林下または林縁に

設定された。との林班ではシダ類が5科7種，裸子植物が

1科2種，被子植物が39科67種となり合計7帽が確認された。

3. 3.地区別の植物相

地区ごとに比較すると，標高に応じた植生の変化が認め

られた。標高300m以上の新建および新谷地区ではアカガ

シ(Q!4er叫 sacuta古田b.)，ウラジロガシ(Q，岬柑醐salicina

B!ume) ，アラカシ (Q，田町間glauca百四nb.)などの常緑

カシ類が多く出現し， Aダジイ(白曲師ops企s面白lJij刷出叫

Hatus. ex T泊 m田.et Mashiba)，タプノキ (Machil，闘
thunbe憎が Sieboldet Zu∞.)も混在していた。一方，標

高30伽n以下の荒平や飯盛，御手洗水，鹿倉と大倉地区の22，

23林班では，常緑高木ではアラカシとタプノキが多くなり，

アカガシ，ウラジロガシは認められなかった。さらに標高

の低い上ノ山，大倉，生ク谷，穴口地区では1924年の報告

で繁茂していたとされるアカマツ (Pinusae閣がomSiebold 

etZuι) (植村，桑野1姐)が減少し，リョウプ (Ck掛 u

h品加即時Sieboldet Zu田.)やネジキ(与棚醐 ova勿もゐ

(Wal1.) Drude var. elliptu:a (Siebold et Zu田.)H阻止ーMazz.)

が多く，ヤプコウジ (Ardu臼 japonica(Thunb.) Blume) 

が混じって出現していた。残りの高辻と大浦，鬼ヶ浦地区

は標高100m以下の低標高地になるが，地区内に事務所が

存在し周辺は民家や道路に固まれているため，植生に対す

る人為的な影響が大きいと考えられ，二次林に出現するコ

ナラ (Quer~ Ser7・'ataMurray)やクロキ (Symplocos

kuro是正 Nagam.)が多くなった。新建と新谷地区では，比

較的自然林に近い森林が残っており，標高300m以下が主

な地区でも，事務所一帯の高辻と大浦，鬼ヶ浦地区を除き，

植生の遷移が進んでいるととが示唆された(図4)。

3.4.前田査との比較

初島 (1犯4)による福岡演習林全域にわたる植生調査(以

後，前調査とする)で記録された種は小葉植物が7種，シ

ダ類が79種，裸子植物が4種，被子植物が708種の計798種

であったロ今回は小葉植物が3種，シダ類が59種，裸子植

物が7種，被子植物が353種の計422種であり，前調査で記

録された種のうち509種は確認できなかった。一方，本調

査で出現した422種のうち32%の133種は前調査で記録され

ていない種だった。

前調査と本調査で出現種の組成に大きな遣いが晶ったこ

とにはいくつかの理由が考えられる。第一に，両調査にお

ける調査範囲が異なるととである。調査対象である福岡演

習林の面積は前調査から本調査までの聞に増加したが，乙

れは主に17-23林班が前調査以後に取得されたためで晶る。

なかでも20.林班は前調査の対象で晶ったいずれの林班と也

隣接していなかった。乙れらの新たに加わった林班では本

調査のみで記録された133種のうち43種が出現しており，

調査範囲が広がったために新たな種が確認された可能性が

晶る。その一方で，逆に面積が減少した林班もあり，それ

らの林班では出現澄が減少したととも考えられる。

第三に，前調査では調査地に存在しなかった林道が出現

種の増加に寄与した可能性もある。新規出現種のなかには

表4に記載の帰化植物16種が含まれ，このうち10種は21林

班で出現していた。乙の21林班の10方形区は上空が聞けた

林道脇に設定してあり，方形区ごとの平均出現種数が30種

と全方形区の平均出現種数16種を大きく上回っていた。植

生保護工や緑化が行なわれない林道における調査でも調査

地周辺には確認できない木本植物が出現するという報告(荒

瀬，内田 2005;江崎，藤久 1988)や林道の上空が聞けて

いるほうが出現する草本種数が増えたという報告(荒瀬，

内田 2005)がある。現在福岡演習林内には約15kmの林道

(九州大学農学部附属演習林福岡演習林森林管理計画策定

委員会 2007)が敷設されており，新たな種が進出する環

境になり得たと推測される。

第三に，前調査と本調査では調査方法が異なるため，出現

種数の減少が起きたことも考えられる。前調査では詳細な調

査方法は不明で晶るが各団地それぞれにおいて地形や標高と

そとで確認される種について記載しており，本調査と比較し

て広範囲で多様な地形において調査を行った可能性があるロ
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※種名の横のLI孟小業績物， Mはシダ類， Gは裸子植物.AI孟被子植物をそれぞれ表す。ただし 3方形区以上に出現した種に限る。
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図4 各林班における種ごとの出現頻度

※種名の検のLは小葉植物.MI主シダ類， Gは裸子植物， Aは被子植物をそれぞれ表す。ただし 3方形区以上に出現した種に限る。
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次に両調査で共通している調査箇所での種構成について

考察する。前調査において初島 (1934)は演習林を荒平団

地(荒平地区)，飯盛団地(飯盛地区)，上ノ山団地(上ノ

山地区)，大倉団地(大倉地区，御手洗水地区)，生ヶ谷団

地(事務所地区，生ヶ谷地区，極楽地区，穴口地区)，鬼

ヶ浦団地(高辻地区，鬼ヶ浦地区)，新建団地(新建地区，

桂木地区)の7団地， 13地区名に分け，団地ごとの植生の

概況と，植物の生息地区を記載した。現在は事務所地区と

極楽地区が移転や土地の交換により演習林外になったため，

前調査と共通している地区は11地区となった。なお，高辻

地区は現在の9，10林班をまとめ，新建地区は現在の13-
16林班までをまとめて比較した。

荒平，生ヶ谷，新建地区を除いて前調査との共通出現種

は5割に満たなかった(表7)。前調査当時ほとんどが人工

林だったとされる飯盛地区，桂木地区と地区内に炭鉱荒廃

地が含まれていた高辻地区(初島 1934)では前調査時の

出現種が少なく，本調査との共通出現種の割合が低くなっ

た。これは前調査時の林地が人為的な撹乱を受けていたた

めだと考える。また，前調査時には上木をアイグロマツが

最も多く占めるとされた地区である上ノ山，御手洗水，大

倉，生ヶ谷，穴口，鬼ヶ浦地区では，生ヶ谷地区を除いて

共通出現種数が少なかった。とれには前調査後の森林伐採

やマツ材線虫病による影響が考えられるロ福岡演習林の森

林管理に関する資料によると，福岡演習林の自然林は戦時

中及び戦後に濫伐，過伐され， 1948年ごろからはマツ材線

虫病による枯死木が大量に生じたため，その伐採に伴い禿

山になった場所もあったとされている(九州大学農学部附

属演習林 1953)。乙れらの林地の多くはその後遺林地へ転

換されており(九州大学農学部附属演習林 1964)，かつて

自然林であった林地の減少は出現種数の減少に影響したと

思われる。

200 

100 

。

-1∞ 

‘ " -2∞ 

-3∞ 

4∞ 

-5∞ 
シダ植物

一方でマツ材組虫病によるマツ類の枯死は他の植物の出

現を促す効果もあったと考えられる。乙れは，たとえば福

岡演習林早良実習場におけるクロマツ林や広島県の宮島に

おけるアカマツ林の一斉枯死後の伐採跡地では複数の植生

単位へ変化するという報告(井上 1995;豊原ほか 1986)
があり，造林が行われず放置された林地においては植生遷

移が進行し種数が増加する可能性があるためである。アイ

グロマツが上木に多く両調査の共通出現種の割合が低い地

区では，マツ材観虫病の影響が強く現れ，植物相の変化も

大きくなったと考えられる。

加えて，本調査全体での出現種の減少理由として考えら

れるのはニホンジカによる食害の影響である。ニホンジカ

は近年福岡演習林の所在地を含む犬鳴山系を中心とする地

域で増加しているとされ(池田 2001)，福岡演習林内でも

近年目撃頻度が増加しているロ前調査で記録された種をシ

ダ植物，草本，木本に分けると，本調査に出現しなかった

種の割合は草本植物で高かった(図5)。また，本調査に

出現しなかった種を科ごとに集計するとグラミノイドと呼

ばれるイネ科とカヤツリグサ科の上位2科で99種也記録さ

れていた(表6)ロこれらのことは.ニホンジカの採食に

より森林群落の草本や低木類が減少し，種多様性が低下す

るという報告(服部ほか 2010;石田ほか 2010)や，グラ

ミノイドにはシカの採食に対する防衛戦略を持つものが少

なく不晴好植物が少ないとする報告(高槻 1989)と合致

する。

よって，前調査と本調査の出現種組成の変化には両調査

の調査範囲と調査方法が異なるととに加えて，前調査以降

の77年間で伐採や造林，林道敷設に伴う人為的な撹乱およ

び，その停止，加えてマツ材組虫病による植生の遷移とニ

ホンジカによる食害が影響していると考えられる。

革本 木本

-本調査に有

本調査に傭

図51934年調査で出現し2012竿調査で確認されなかった種数
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1934年調査で出現し2012年調査で確認されなかった科ごとの種数表6
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キンポウゲ科

グミ科

クロウメモドキ科

クワ科

ケマンソウ科

コショウ科

ザクロソウ科

サルトリイバラ科

シソ科

シュロソウ科
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ハイノキ科
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パラ科

ヒアシンス科

ヒガンバナ科

ヒメハギ科

ぜャクダン科

ヒルガオ科

ヒルムシロ科

フウロソウ科

出現種数※ 科名分類
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※各分類群毎に科名の五十音順で配列

マツ科
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表6 1934年調査で出現し2012年調査で確認されなかった科ごとの種数(続き)

分類

被子植物

科名 ※ 出現種数

ブドウ科

プナ科

ベンケイソウ科

ホシクサ科

マタタピ科

マチン科

マップサ科

マツモ科

マメ科

ミカンソウ科

ミカン科

ミゾカクシ科

ミソハギ科

ムラサキ科

モチノキ科

ヤシ科

ヤナギ科

ヤブコウジ科

ヤマゴボウ科

ユキノシタ科

ユリ科

ラン科 11 

リュウゼツラン科 1 

リンドウ科 3 

レンプクソウ科 4 

2 

3 

18 

3 

q'U

内

'
b
q
a
q
δ

z 

z 

※各分類群毎に科名の五十音順で配列

表7 1934年調査(前調査)と2012年調査(本調査)における地区ごとの出現種数

地区名 林班 出前現調種査数 出現現調種査数 出両現調種査数
/両現調調査査出出現現種種数数

肺)

荒平 189 61 40 65.6 

飯盛 2 38 83 12 14.5 

上ノ山 3 75 96 11 1l.5 

御手洗水 4 112 93 31 33.3 

大倉 5 186 80 18 22.5 

生ケ谷 6 124 105 63 60.0 

穴口 8 325 81 17 2l.0 

高辻 9・10 26 133 。 。。
鬼ヶ浦 11 249 88 36 40.9 

桂木 12 5 47 12.1 

新建 13-16 346 135 83 6l.5 
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